
第３回審議会｜こうありたい知立市の未来

｜意見交換

• 委員15名が３グループに分かれて、９つの
「こうありたい知立市の未来」について意見
交換しました。

• 意見交換は、「こうありたい知立市の未来」
をより共感できる内容にアップデートするこ
とを目的としています。

• 各グループのワークシート（一部抜粋）や具
体的な内容は次ページ以降をご覧ください。
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第３回知立市総合計画審議会 ワークシート記載内容 

 

 

（参考）ワークシートへの各グループ記載内容 

 

Ａグループ（鈴木会長、永井委員、新美委員、高木委員、山下委員） 

項 目 番 号 修 正 内 容 

１ 

 

 「生活費の負担は大きいものの」がマイナスの表現となっている。 

 ベッドタウンとしての魅力を伝える表現にする。生活費が高いということは便

利だということなので、プラスの表現に変えてほしい。 

２  「リバースモーゲージ」という表現は分かりやすくする。 

３  イメージが重複している点があるため、１つにする。 

 「消費する」という表現を「楽しい体験ができる」という表現に変える。 

 「豊富な労働力」は市民にとっては魅力ではないため、視点を変えた表現にす

る。 

 高架下の活用について記載する。スタートアップ企業や、防災拠点、託児所な

どの誘致。知立市に住めば安心安全が保たれるという場所にしたい。 

 「防災の新拠点となり、利便性だけではなく安心できる駅周辺になる」という

言葉を追加する。 

 「楽しい体験」の部分に駅前広場という言葉を追加する。 

 知立駅からの通勤・通学の文言に、30ｍ道路を活用した地方都市を結ぶバスタ

ーミナル（観光バス）を追加する。 

５  公共交通を充実させるという文言を追加する。 

 巡回バスではなく、目的地への直行バスが必要。 

 駅前には気軽に出られない。 

６  「社会参加」という表現に、「生涯学習」という言葉を入れてほしい。 

７  「まつりの将来の担い手が着実に育っている」という表現に、誰もが参加でき

るように（参加したい）ということを全面に出す。 

 山車を持っていない地域からも参加し、知立市全体で盛り上げる。 

9  「安心して日常生活を過ごしている」という表現を「安心できるまちになって

いる」に変える。 

 「防災体制」という言葉を「防災・防犯体制」にする。 

 「災害時の行動を認識しており」を「災害時に向けて日ごろから十分に備え」

と変える。 

 「夜でも安心して外出できる」という言葉はわざわざ言わなくてもいい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂグループ（高橋委員、三宅委員、松田委員、甲斐委員、石原委員） 

項 目 番 号 修 正 内 容 

３  近隣の市をみると、刈谷・安城は総合運動場や図書館など魅力的な施設があり、

他市に出かけている。勉強する施設がない。市民会館でのコンサート等も頻繁

に開催している。 

５  コンパクトシティの割に、パティオ池鯉鮒などの施設が分散しており、移動し

やすくなっていない。 

６  「すべての市民が孤立することなく」という部分について、インクルーシブ（包

括的な）＝すべての人にとって良いとなると良い。 

７  ボランティア活動するメンバーは多い。広くない地域なので集めるのは容易。

発信する市民活動センターはある。個人で気軽に参加できるボランティアがあ

ると良い。 

自 由 記 入 欄  ららぽーとやコストコ、業務スーパー等があると便利にもなるし、人が集客で

きると思う。 

 10年後、３年後を考えたときにどうありたいのかが見えない。こんなものがあ

るんだ（できるんだ）、知立駅に着いたらこれがあるというものが必要。 

 何か目玉になるものがあれば人が集まるのでは（ソフト面では難しい） 

 発信力が足りない。目玉があれば発信できる。 

 

Ｃグループ（坂本副会長、三浦委員、越智委員、野本委員、竹内委員） 

項 目 番 号 修 正 内 容 

１ 

 

 「生活費の負担は大きいものの」は削除。生活費の負担大は子育てしやすいな

どという表現にすることが必要。 

 文章のネガティブな表現をなくしたほうがいい。 

 小学生と限定しなくてもいいのではないか。 

 イメージの部分について、１番上に子育てがきて、一番下に学校教育が来るよ

うにする。 

 三河で１番子育てがしやすいまちと入れて、議論を明確にしやすくする。 

２  名古屋市に限定しなくてもいいのではないか。 

 知立市に住めばこんなメリットがあると入れる。 

 長久手のように「あのまちに住みたい」というようなところを目指すのはどう

か。 

２ と ３  同じことを言っているので、一緒でいいのではないか。 

１ と ４  一緒でいいのではないか。 

６  外国人の方が多いので、そこをメリットとして強調する。 

 知立市の人口増の要因は外国人のため、別項目で外国人との共生に関する記載

を追加する。 

８  広報で誇りに思うわけではない。 

 「誇りに思う人が増えている」という表現ではなく、「より多くの人に知らせ

る機会が増えている」という表現にする。 

自 由 記 入 欄  表現を「～したい」、「～な町」というような前向きな文章の終わり方にするの

はどうか。 
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